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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

令和４年度笑顔ヘルＣ写真コンクール
会長賞 坂田奈都美さん「未来のまなざし」
の写真です。
透き通った瞳にまぶしい笑顔を見せて

くれて思わずシャッターを切りました。
将来が楽しみです。
この他にも優秀賞１点、奨励賞１点、
佳作５点の８点を本会ページに掲載して
います。是非ご覧ください。

（K. M）
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ならぬものはならぬもの

理事　椿　賢

　会員の先生方におかれましては、日頃より本会事業にご理解とご協力を頂き誠にありがと
うございます。私が医療対策委員会の理事になり早いもので３年の月日が経過いたしました。
当時を思い返すと、理事就任後しばらくして新型コロナウイルス感染症流行の兆しが見えた
頃です。それから早３年、私たち歯科医師ばかりか他業種の方々のみならず国全体が疲弊し
ていると思います。
　最近、医療相談の内容をみると理不尽な要求をしてくる患者さん、精神疾患の既往を疑う
患者さん等の対応で苦労されている先生方を拝見します。我々医療対策委員会は訴えを受け
た先生方が１日でも早く日常診療に戻れるように日々粉骨砕身頑張っております。しかしな
がら患者さんからの相談で多いのは、先生から治療等に対する説明が何もない、高額な治療
費を支払っているのに結果が伴わずその後の対応をしてくれない、等です。この様な相談内
容が全てとは言いませんが、多くが術前、術中、術後を通して患者さんにしっかり説明を行
い、よく話すことで改善できるものであると確信しております。ただ説明しても、患者さん
が聞いていない、覚えていないと言われてしまっては意味がありませんから必ずカルテ等に
説明内容をしっかり記載しておくようにお願い致します。
　最近新たに見られ、対応に苦労している相談は雇用関係のトラブルです。歯科医院スタッ
フ本人からの訴えで業務内容、といったものから雇用条件についてのものまで多岐にわたっ
ております。業務範囲について先生方はご理解をされていることと思います。雇用条件に関
してはここ数年で大きく変化してまいりました。歯科医院を経営している小規模事業主の
我々には厳しい時代になってきています。歯科衛生士の求人不足、就職してもすぐに退職し
てしまう、といった事に頭を悩ますばかりです。しかしそこを打開する為に我々が変らなけ
ればいけないこともあると思います。考えを変えることは簡単な事ではありませんが変化に
対応していく以外にはないように感じます。
　医療トラブル等を０にすることはできないと思いますが、個々の考え方次第で減らすこと
はできると思います。昔の会津の教えで「什の掟」というものがあります。その結語に「な
らぬものはならぬものです。」とあります。今我々歯科医師は、その言葉の意味を理解する
事が重要だと思っております。色々訴えがあったとしてもならぬものはならぬものなのです。
勿論、医療対策委員会は会員の先生方と患者さんの間でしっかり解決に向けてのお手伝いを
して参りますのでお困りの際は直ぐに県歯事務局へご連絡ください。
　２期目も伊藤会長を中心に県民の為、会員の為に精進して参りますのでどうぞ宜しくお願
い致します。
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将来を見据えた事業を展開していく

― 第17回理事会 ―
　９月28日（水）午後７時より県歯会館にて
伊藤会長他全役員（宮井副会長：欠席）、増
田・水上監事、東学院長出席のもと開催され
た。
１．開会：椿副会長
２．挨拶：伊藤会長

　コロナ第７波が収束しつつありますが、ま
だまだ予断を許さない状況です。引き続き、
各診療所における感染防止対策の徹底に努め
たいと思います。さて、材料費や機材価格な
どの物価高騰が我々の歯科医院経営を圧迫し
ております。この物価高騰に対応するために
は、日歯と各都道府県歯がしっかりと連携し、
国や関係各所への根拠となるデータを示した
うえで要望を出さねばなりません。現在、県
へ物価高騰対策支援金に対する要望を提出し
ております。そして、日頃より本会と県が互
いにしっかりとした意見を持って親密な関係
を築いていく事が必要です。さらに理事の皆
様には、歯科医師としての矜持を持ち、各方
面において広い人脈を築いて頂きたいと思い
ます。それから、歯科医師会は永続的に活動
していかなければなりませんので、毎年同じ
事を何となく続けるのではなく、その時代に
合わせて将来を見据えた事業を展開しなけれ
ばなりません。来年度の事業計画及び事業予
算を立てる時期になりましたが、将来どのよ
うな事業展開をしていくのか、各委員会で充
分にご検討ください。本日もよろしくお願い
いたします。

３．議長選出：伊藤会長
４．議事録署名人：増田・水上監事、
　　　　　　　　　伊藤会長
５．会務報告：（自：８月22日～
　　　　　　　　　　　　　至：９月25日）
　本会総務：理事会、常務理事会、各郡市会

長・専務理事連絡会議

　学　　術：日本補綴歯科学会共催生涯学習
公開セミナー

　社会保険：社会保険委員会
　地域保健Ⅰ：笑顔ヘルＣキャンペーン打合

せ
　地域保健Ⅱ：県介護支援専門員協会との研

修会、在宅歯科医療連携各郡
市担当者会

　広　　報： 『熊歯会報』10月号の校正
　学校歯科：学校歯科委員会
　医療対策：医療相談・苦情事例報告
　センター・スペシャルニーズ：口腔保健セ

ンター管理運営委員会
　厚生・医療管理：オンライン資格確認紙申

請説明会
　医療連携：回復期医科歯科病診連携
　学　　院：学院体験入学
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．７月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

　２．８月末会計現況
　３．その他
　　◦台風14号の被災状況
　　　　会員より物的被害４件が報告され、

本会から日歯へ報告した。
７．連絡事項：
　１．10月行事予定
８．承認事項：
　１．関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼
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　　①熊本県歯科保健推進会議委員／熊本県
健康づくり推進課

　　　任期：就任日～令和６年３月31日
　　　現在：松本 信久 副会長

（令和４年３月31日迄）、
　　　　　　髙水間 奨 理事

（令和４年３月31日迄）
　　②熊本県歯科保健推進会議ワーキング部

会委員／熊本県健康づくり推進課
　　　任期：就任日～令和６年３月31日
　　　現在：松本 信久 副会長

（令和４年３月31日迄）、
　　　　　　髙水間 奨 理事

（令和４年３月31日迄）
　　③熊本県における医療費の見通しに関す

る計画検討委員会委員／熊本県国保・
高齢者医療課

　　　任期：委嘱日～令和６年９月30日
　　　現在：椿 誠 副会長

（令和４年９月30日迄）
　　④熊本県健康づくり県民会議幹事会幹事

／熊本県健康づくり推進課
　　　現在：宮井 祐 副会長（令和３年度）
　　⑤熊本県がん対策推進会議員／熊本県健

康づくり推進課
　　　任期：就任日～令和６年３月31日
　　　現在：三森 康弘 理事

（令和４年３月31日迄）
　　役員等の推薦を承認した。
　　�①松本副会長・宇治常務理事、②牛島専
務理事・髙水間理事、③椿副会長、④牛
島専務理事、⑤三森理事

　２．後援名義使用・共催依頼
　　◦第８回熊本県歯科口腔外科研修会／第

一三共株式会社
　　　後援名義の使用許諾を承認した。
９．議題：
　１．関係機関・団体への会費等の納入
　　 【承認】
　　◦賛助会費／熊本県移植医療推進財団
　　　会費（１万円）の納入を承認した。
　２．令和４年度熊本県委託事業に係る予算
　　 【承認】

　　　�①むし歯予防対策事業、②熊本県・市
歯科医師向け認知症対応力向上研修事
業の予算書（案）を承認した。

　３．令和５年度各委員会概算要求協議日程
　　 【承認】
　　�　各委員会概算要求協議日程を承認し
た。

　４．部活動補助金交付申請【承認】
　　�　申請があったテニス部・囲碁部・かめ
る会への部活動補助金交付を承認した。

　５．インターンシップ制度事業の導入【承
認】

　　�　インターンシップ制度の実施概要を承
認した。詳細は今後検討する。

　６�．図画・ポスター・習字・標語の作品展
示【承認】

　　�　11 ／３から11 ／６まで、びぷれす熊
日会館地下１階「Plat」での作品展示を
承認した。

　７�．Ｚ世代ビューティースコンテスト
2022【保留】

　　再度検討する。
　８�．歯周病プロジェクトアンケート案【承
認】

　　アンケートの実施を承認した。
10．協議事項：
　１．学生募集戦略に対するご意見ご要望
　　�　様々な意見が出された。学生募集戦略
委員会で引き続き検討する。

　２．Lalalaテレビジョン学院PR動画
　　　PR動画の内容は、再び協議を行う。
11．監事講評：
　増田監事より「金パラ価格の臨時改定が
３ヶ月毎に行われている。逆ザヤ解消に向け
て大きく一歩前進した。今後は患者の窓口負
担軽減の為にも国へ働き掛けなければならな
い。」、水上監事より「理事会が久々の対面開
催で、活発な意見交換ができた。コロナ禍で
なかなか思うような事業が出来なかったと思
うが、出来るだけの事を精一杯取り組んで頂
きたい。」と述べられた。
12．閉会：松本副会長

（広報　神㟢 理子）
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うこと。目標は、口からの健康で豊かな生活
を実現すること。歯牙が脱臼した場合は湿潤
状態で保存し、30分以内に再植することが
望ましく、再植成功の秘訣は、歯根膜を傷つ
けないように保護すること。土などで汚れた
場合でも軽く水ですすぐぐらいで、ブラシな
どではこすらない。ティースキーパー『ネオ』
などの歯の保存液があればベストだが、ない
場合は牛乳に入れておいた方が良い。意外だっ
たのは、生食水よりも牛乳の方が良いという
こと。これは歯根膜細胞の浸透圧が関係して
いるため。歯牙外傷の多発年齢は小、中学校
より高校が多い。また外傷が多い部活は、ボ
クシングや空手などのコンタクトスポーツよ
りも野球が圧倒的に多い。マウスガードの作
製法に関しては、日本スポーツ歯科医学会の
HPに詳細を記載しているので、是非参考に
してほしいとのことであった。
　最後に座長の島田先生が、睡眠時無呼吸症
やスポーツ歯科にも関連することだが、OA
やCPAPなどの装置はあくまでも補助的な
位置付けであり、最も重要なことは舌圧など
を高めるトレーニングを行い、口腔機能の改
善に努めること。口腔機能の改善でOSAが
どのように改善されるのか、今後の報告が楽
しみである。

（壽永 旭博）
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２部制のセミナーに55人参加

― 日本補綴歯科学会共催生涯学習公開セミナー ―

　９月４日（日）午前10時より標記セミナー
がWeb開催された。座長に日本補綴歯科学
会社会連携委員会の島田淳先生を選出し、伊
藤会長の挨拶のあと、講演が開始された。
　前半は九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分
野講師の槇原絵理先生による「睡眠時無呼吸
症に対する歯科医師の役割～口腔内装置によ
る治療の紹介～」についての講演で、睡眠中
に無呼吸を断続的に繰り返す閉塞性睡眠時無
呼吸症（OSA）の主な症状として、激しいい
びきや日中傾眠があり、肥満、小下顎症、下
顎後退症などによる舌根沈下が原因であると
説明。無呼吸には呼吸運動そのものが止まる
中枢型と、無呼吸中も呼吸努力が認められる
閉塞型があり、我々歯科医師が治療に携わる
のは閉塞型無呼吸である。OSA患者の睡眠
の特徴は眠りが浅いこと。歯軋りや食いしば
りが多く、睡眠の質が悪くなり、日中傾眠に
つながる傾向が強い。現在の歯科的治療法
は、口腔内装置（oral appliance:OA）を用い
た治療が保険適用となるが、医科からのOA
作製依頼があった場合に限り、間接法による
OA製作が認められている。OA治療は軽度
から中等度OSA患者に有効であり、OSA治
療のゴールドスタンダードである持続陽圧呼
吸（CPAP）治療と比較して、治療効果は劣
るもののコンプライアンスは良好。副作用と
して唾液過多、口腔乾燥、顎関節の違和感な
どが挙げられる。治療効果の判定のために再
検査依頼など医療機関との連携が必要である
と説明された。
　後半は日本スポーツ協会公認スポーツデン
ティスト協議会九州支部長の吉田雅司先生に
よる「スポーツデンティストが考えるスポー
ツ歯科とマウスガード」についての講演で、
スポーツ歯科とは歯と口腔の健康管理やス
ポーツ傷害の安全対策とその指導、治療を行

座長を務められた島田先生

学術
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　11．スポーツデンティストについて（宮崎）
　　以上11題について各県の回答並びに討
議が行われた。
⑶　日本歯科医師会への質問・要望について
　１．マウスガードの普及（佐賀）
　２．国民皆歯科健診（案）の学術的サポー
ト（大分）

　３．Eシステムによる施設基準研修を継続
依頼（熊本）

　４．日歯生涯研修事業（宮崎）
　５．学術講演会の講師推薦、並びに全国学
術講演会のリスト（大分）

　　以上５題の質問・要望に対し尾松日歯常
務理事より丁寧な回答がなされた。
⑷　その他
　　Eシステムの活用方法、歯科衛生士・歯
科技工士不足、歯科衛生士の浸潤麻酔問題
等についての見解を尾松日歯常務より説明
された。
　最後に、次期開催県の眞喜志沖縄県歯理事
の挨拶、黒木宮崎県歯専務理事の閉会の言葉
で終了した。

（内野 玲）
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３時間に及ぶ会議が無事に終了

― 九州各県学術担当者会 ―

　10月１日（土）午後２時より、宮崎県担当
にてWebにより標記会議が開催された。髙橋
宮崎県歯副会長より開会の挨拶から始まり、
重城宮崎県歯会長と尾松日歯常務理事の挨
拶、出席者の紹介の後、座長に安楽宮崎県歯
理事、副座長に金子沖縄県歯学術委員長が選
出された。
　まず始めに、日歯報告として尾松日歯常務
理事より、昨年の歯科医学会の総評、スポー
ツデンティストの受講状況とコロナ禍でのセ
ミナー、学会等の開催状況、生涯研修事業の
説明があった。
⑴　令和４年度各県学術関係事業計画並びに
予算について

⑵　各県提出議題について
　１．BLS講習の開催（佐賀）
　２．学術研修会の開催状況（長崎）
　３．コロナ禍における研修会の開催の状況
　　 （大分）
　４．コロナ禍での各種講演会、研修会の開
催（宮崎）

　５．オンライン講習を開催する際のIT弱
者への対応について（熊本）

　６．コロナ禍のもと各県のWeb会議をは
じめオンラインでの各種委員会、講演会
の状況及びさらに優れた活用方法（沖縄）

　７．一般市民を対象とした講演会における
テーマ、講師選定（大分）

　８．各県の日歯生涯研修における認定、修
了取得への動機付けについて（熊本）

　９．睡眠時無呼吸のOA作製可能医院のリ
スト作成の検討について（沖縄）

　10．九州ブロック内での学術講演会相互配
信に関して（鹿児島）

Webにて開催、オンライン講演会等の議論が多数

学術
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に分けられる。
　歯周病と全身との関係については、口腔の
細菌が誤嚥性肺炎、心臓弁膜症、糖尿病、う
つ病、 早期低体重児出産などに影響を与え
る。
　歯が多い人は、唾液中の細菌数が増加する
など、8020運動で歯を残すことはできたが、
薬剤等による口腔乾燥、オーラルフレイル等、
高齢化の中で浮彫になった口の問題が挙げら
れる。
　実際の口腔ケア（セルフケア・介助者によ
るケア）や観察のポイントを詳細に説明。認
知症の方の治療やケアをとおして、口の終い
を考える必要がある。
　最後は、これらのことに関して、在宅歯科
医療連携室を活用することにより解決してほ
しい。とアナウンスをおこなった。
　２回目は長野常務理事による「歯科におけ
る介護予防とオーラルフレイル対策」、３回
目は町田理事による「訪問歯科診療について」
の予定である。

（常務理事　長野 靖弘）

　ケアマネ協会と県歯のコラボ企画として、
ケアマネージャーの方を対象として、歯科の
講演会をすることとなった。３回のシリーズ
で開催し、初回は、９月10日（土）に松本副
会長による「口腔に関する基礎知識」として
歯科の総論を県歯会館より配信するWeb講
演会である。
　歯科診療を通しての新型コロナウイルス感
染症のクラスターの報告がないということを
導入として、歯科関係者以外にとってはわか
りにくい口腔内に関して、多職種の方のアン
ケートをもとに介護の現場での疑問点に対し
て易しく説明をおこなった。
　地域包括ケアシステムにおいての歯科の役
割を地元の天草を例にとり、今後の展望、健
康寿命の延伸のために歯科が取り組んでいる
8020運動、オーラルフレイル予防、かかりつけ
歯科医師の重要性等など説明された。
　また、要介護者の口腔状態と歯科治療の必
要性、つまり、要介護者の約９割は何らかの
歯科治療が必要であるが、実際に歯科受診し
た要介護者は約27％という報告もある。歯
科の介入がもっと必要であるが、以前からあ
るいわゆる口腔ケアの概念が口腔健康管理と
いう言葉となったこと。つまり、口腔健康管
理の中に口腔機能管理、口腔衛生管理、口腔
ケアがあり、口腔機能管理は歯科治療など歯
科医師が行うもの、口腔衛生管理は専門的な
プラークや歯石の除去など歯科衛生士が行う
もの、口腔ケアは多職種と協同しながら口腔
清掃などセルフケアや介助者によるケア、と

ケアマネージャーの方とWebコラボ会議

熊歯会報 Ｈ.29.５
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口腔に関する基礎知識

― 主任介護支援専門員更新要件研修 ―

保域地 Ⅱ健
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　次に、各郡市歯会に事前のアンケートにて
ご意見・ご要望を伺いそのアンケートを基に
協議を行った。研修会についての質問やこれ
からの在宅歯科医療連携室の取り組みの方向
性についての質問があり、長野常務理事より
説明があった。また要介護３以上の認定者の
数に歯科訪問診療算定者数（実人数）を近づ
けたいとの説明があった。各郡市の先生から
もマンパワーの不足のご意見もあり解決に向
けた協議が行われた。下益城郡の吉永会長か
ら熊本県内の各郡市自治体の横の繋がりが薄
く、訪問歯科診療に積極的な自治体とそうで
ない自治体に温度差を感じるとのご意見があ
り県の担当者からの説明があった。
　次年度のモデル地域の選出に移り、県北地
域は荒尾市、県南地域は人吉市・球磨郡で進
めていく方向で話し合いが行われ、各郡市で
協議してもらう予定となった。
　最後に、閉会の辞で松本副会長より本日の
会議の総評や本事業の意義、これからの課題
について話があり閉会となった。

（伊藤 延隆）

　９月17日（土）午後３時より県歯会館にお
いて標記会議が開催された。コロナ禍の影響
が続く中での開催で県認知症対策・地域ケア
推進課及び各郡市歯会からはWebでの開催
となった。
　まず伊藤会長から挨拶があり、県認知症対
策・地域ケア推進課の赤池主事より本県にお
いての在宅歯科医療の取り組みについて概要
の説明があった。
　報告事項では長野常務理事より在宅歯科医
療連携室機能強化事業の概要と熊本県の在宅
歯科医療について資料を用いて説明があった。
また今年度のモデル地域よりそれぞれ活動報
告があった。
　①　玉名郡市歯会（規工川理事）
　　１）在宅歯科医療を推進していくうえで

２件のアンケートを実施（医療介護関
連諸団体宛・会員宛）し、それぞれの
アンケートについて見えてきた現状と
課題についての説明

　　２）令和４年９月２日に開催された「玉
名郡市歯会と在宅医療・介護関連諸団
体との検討会」についての説明

　②　水俣・芦北郡市歯会（井上専務理事）
　　活動について説明
　　１）会員に対するアンケート（７月）
　　２�）水俣芦北地区介護支援専門員に対す

るアンケート（８月）
　　３）会員に対するアンケート（９月）
　　４�）鈴木宏樹先生後援会（11月12日）

Webにより開催予定

Web会議で行なわれた在宅歯科対策会議

熊歯会報 Ｈ.29.５

12

これからの在宅歯科医療

― 在宅歯科医療連携各郡市担当者会 ―

保域地 Ⅱ健
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歯科衛生士不足問題、
オンライン資格確認等協議題が様々

― 九州各県医療管理担当者会議 ―

　10月１日（土）午後２時より県歯会館２階
会議室において、標記会議が開催された。今
年度は大分県の主幹で、九州各県医療管理担
当者および三代日歯常務理事の参加でWeb
での開催となった。開会の辞の後、脇田大分
県歯会長、三代日歯常務理事から挨拶があっ
た。次に、日歯報告へと移り、歯科医師によ
るコロナワクチン接種の現況、昨今の物価高
騰に対する日歯の調査の件および政府の対
応、歯科衛生士および歯科技工士の不足問題
についての日歯から政府に対しての要望の
件、ヒヤリハット報告システム構築の件など
が報告された。その後、和田大分県歯理事が
座長に選出され、協議に入った。内容は以下
の通りである。
⑴�　令和４年度九州各県医療管理関係事業計
画および予算

⑵　各県提出協議題
　１．休日夜間診療
　２．会員の急病などに対するつなぎ・復帰
の方策

　３．パワハラ防止法適用についての周知活動
　４．アフターコロナにおける講演会開催
　５．歯科衛生士の確保における地域間格差
に対する対応

　６．今後の歯科技工士の高齢化・不足の対応
　７．国税局管内税務指導者協議会の実施状
況

　８．電離放射線健康診断
　９．Wライセンス（DH/DT）取得者の就労
　10．歯科衛生士復職支援の具体的な研修内
容・講師・費用

　11．働き方改革や労働基準監督署からの指
導について会員への具体的な周知

　12．歯科衛生士の浸潤麻酔問題
　13．ホームページなどの医療広告規制に対
する歯科医師会の対応

　14．診療用放射線の利用に係る安全管理の
ための研修

　15．医療広告
　16．地域医療介護基金の活用
　17．就職・転職紹介有料サイト業者とのト
ラブル

⑶　日歯への質問・要望
　１．外国語患者対応用コミュニケーション
シートおよび問診票について他国言語追
加の要望

　２．歯科医院における救急救命のDVD・
　　YouTube動画作成の要望
　３．マイナンバー制度普及に対する日歯の
対応

　４．歯科におけるキャッシュレス決済につ
いての進捗状況と今後の方針

　５．人材派遣会社、広告業者とのトラブル
　６．マイナンバーカードによるオンライン
資格確認

　７．デジタル化の進化による他業種の歯科
への参入

　８．オンライン資格確認の義務化による今
後の課題

　９．インボイス制度
⑷　その他
　１．県をまたいだ警察歯科医会の連携
　２．レントゲン撮影機の室外設置
　会議は次期開催県の挨拶と飯田大分県歯医
療管理委員長の閉会の辞をもって定刻に終了
した。医療管理の分野は多岐にわたり、特に
長年の課題である歯科衛生士不足問題では他
県の取り組みが非常に参考になった。また、
来年はオンライン資格確認の義務化が予定さ
れており、会員への周知をどう行っていくか
などが喫緊の課題だと感じた。来年度は福岡
県での開催が予定されている。

（牧 潤一）

オンライン資格確認の義務化に伴いWebにて協議

生厚 ・医療管理
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各協議において九州各県の
取り組みが示された

― 九州各県地域保健担当者会 ―

保域地 Ⅰ健 域地・ 健保 医・Ⅱ 連療 携

　10月１日（土）午後２時よりWebにて鹿児
島県主幹で標記会議が開催された。本県から
松本副会長、長野常務理事、町田理事、三森
理事、髙水間理事の５人が出席した。
　門松鹿児島県歯理事の司会進行のもと、福
原鹿児島県歯副会長による開会の辞で始まり
伊地知鹿児島県歯会長、小玉日歯常務理事、
山本日歯常務理事の挨拶があった。
　協議に先立ち、日歯報告として、骨太の方
針に「生涯を通じた歯科健診の充実」とされ
ている一方、現行では歯科健診の義務化が乳
幼児から児童・生徒までであり、今後の歯科
健診の法制化に向け、現状を整理し、ライフ
ステージに応じた問診項目の整理を行い、年
代による問題を加味した項目設定が必要と考
えていることなど９項目について報告があった。
１　歯科口腔保健推進に関する意見交換会
２　 「2040年を見据えた歯科ビジョン」へ
の具体的な取組

３　地域保健委員会における協議事項
４　糖尿病・がん診療の医療連携に関するア
ンケート結果

５　産業歯科保険関係
６　全国歯科保健大会関係
７　 「口腔健康管理」及び「オーラルフレイ
ル」の活性化に向けて

８　災害歯科保健医療関係
９　認知症対応力向上研修関係
　その後、有村鹿児島県歯理事が座長に選出
され、以下の協議に入った。
⑴　日本歯科医師会への要望及び質問について
　１．他団体との要介護者等食支援等への対応
　２．日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会との嚥
下機能評価研修会

　３．「国民皆歯科健診」での居宅や施設に
おられる対象者への検討：訪問型の拡充
の必要性を国に要望継続

　４．各地域における医療介護総合確保促進
法における歯科の位置付け

⑵　令和４年度九州各県歯科医師会事業計画
及び予算について
⑶　各県提出協議題について

【地域保健・産業保健関係】
　１．新型コロナウイルス関連（３題）
　２．健診事業関連（５題）
　３．口腔機能発達不全症関連（１題）
　４．行政関連（２題）
　５．医科歯科連携関連（２題）

【要介護老人・障がい者関係】
　１．ICT関連（２題）
　２．医科歯科連携・他職種連携関連（４題）
　３．オーラルフレイル関連（１題）
　４．医療的ケア児関連（５題）
　５．後期高齢者歯科健診関連（２題）
　６．地域ケア会議関連（１題）
　７．へき地診療関連（１題）
⑷　その他
　コロナ禍でのイベント開催等については、
各県動画配信等の非接触型の実施だけでな
く、徐々に対面型やハイブリッド形式で行う
など啓発や健診の普及について感染状況に応
じて感染予防に十分配慮して開催方法を模索
している状況であった。
　各協議において九州各県の取り組みが示さ
れ、活発な意見交換が行われ、次期開催県の
森崎大分県歯理事より挨拶、榮鹿児島県歯専
務理事の閉会の辞で閉会となった

（理事　町田 由美子）

九州各県からWebにて活発な意見交換が行われた
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　次に日歯への要望・質問が取り上げられた。
各県より毎回のように多くの要望が出され、
これに対して林日歯常務理事より懇切丁寧な
説明がなされた。今後、これらの要望を踏ま
え会員、患者のためになる保険点数改定並び
に歯科を取り巻く環境改善がなされることを
期待したい。
　今回の会議を通じて各県の社保委員の先生
方の保険診療に対する関心の高さ、歯科界を
明るくしたいという熱意を感じることができ
た有意義な会議であった。次回は長崎県にお
いて対面形式による本会議が開催される予定
である。
　最後に、本県DX委員会の宇治常務理事が
本会議のWeb運営にあたり、ご尽力くださっ
た事に対して感謝申し上げます。

（清水 雅英）

　10月１日（土）午後２時より標記会議が県
歯会館において開催された。本来であれば対
面による会議の予定だったが第７波が落ち着
いていないためWebによる開催となった。
　会議に先立って伊藤熊本県歯会長と林日歯
常務理事より挨拶があった。その後、林日歯
常務理事より日歯報告として、後期高齢者の
窓口負担２割の配慮措置、オンライン資格確
認の原則義務化そして今年度４月からの点数
改定内容について報告がなされた。特にオン
ライン資格確認に関しては、紙レセプト請求
の医療機関が例外となったことは評価しつつ、
ネットワーク環境等において地域差や個々の
医療機関の事情を鑑み、医療現場に混乱が生
じないように日歯として対応していくことを
説明された。
　次に舩津熊本県歯理事を議長に選出し協議
題に入った。今回は保険点数改定の年度でも
あったため、新規導入された項目や既存の算
定項目の変更点について活発な意見交換がな
された。毎年のことであるが各県ごとに解釈
に相違がある項目が多々あり、会員が混乱を
生ずることがないように九州各県が一丸と
なって保険解釈を統一していくべきだと痛感
させられた。

歯科界を明るくしたいという熱意を感じた

熊歯会報 Ｈ.29.５
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本県での開催

― 九州各県社会保険担当者会 ―

会社 険保

職　員　人　事
　　　　総務課
　　　　　　　採　用　　　藤井　　香　　　（令和４年10月３日付け）
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球磨郡歯科医師会

３年ぶりの対面型講演会

― 人吉・球磨合同学術講演会 ―
　８月27日（土）午後３時より球磨郡歯会主催
による人吉球磨合同学術講演会が中小企業大学
校人吉校にて行われた｡ 福岡歯科大学咬合修復
学講座有床義歯学分野の川口智弘准教授による 
｢義歯が苦手な歯科医師のためのいまさら聞け
ない義歯製作と修理における基本手技｣ という
演題で約２時間ご講演頂いた｡ コロナ禍の影響
により、しばらく中止していた講演会であった
が、昨年は人吉市歯会主催のハイブリッドによ
る講演会、そして今年は感染症対策を講じ、３
年ぶりに対面型の講演会の開催となった。講演
内容は、義歯製作における要点として、口腔内
診査、模型作成、個人トレー、義歯の仮設計、
ガイドプレーン、ボクシング、咬合採得、ろう
義歯試適の８つにポイントを絞り、丁寧に解説
をしていただき、さらに、義歯修理においては、
義歯修理における接着の要、義歯破折の原因を
探るという２つのポイントを解説していただき

義歯の基礎を学んだ

日常臨床に非常に役に立つ内容であった。
　最後には、研究されている歯科用セルロース
ナノファイバー複合樹脂の義歯床用レジンへの
応用の可能性についての展望を語られた。久し
ぶりの対面式という事もあり、講演後は、様々
な質問が飛び交い、盛況のうちに幕を閉じた。

（太田 良紀）

郡市会報告
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　10月７日（金）午後７時30分より学院校舎にてWebに
よる第２回学生募集戦略委員会が開催された。
　本会から伊藤会長、学院からは東学院長よりご挨拶いた
だいた後、秋山委員長の進行により会議が進められた。
　学院の正清教務部長より、報告事項（１）令和４年度体
験入学高校別参加者数について説明があり、10月３日か
ら推薦入試・社会人一次入学試験の願書受付が始まった
が、現在39通が提出されていると報告があった。また、
今年度は社会人の受付も多いことから、ヤングハローワー
クなどにパンフレットを設置したことなどで少しの効果が

あったことも追加説明された。（２）会員求人の年度別給与平均については、過去10年分の報告
があり、基本給・初任給共に先生方のご協力で年々上がっていることが報告された。また、人事
院や厚労省が公表している他医療職の初任給と年収について報告があった。（３）委員からのご意
見・ご要望については、各郡市・県歯科衛生士会の委員から提出された内容について報告があっ
た。その後、協議事項に移り、（１）ご意見・ご要望に伴う今後の取り組みについては、学院の現
況と今後の取り組みについて説明があった。まず、①職業認知度アップとして、Lalalaテレビジョ
ンでの15秒CMの放映、SNSの充実・発信、県内の高校生を対象としたインターンシップ制度
の導入②経済的支援として、日本学生支援機構や専門実践教育訓練・母子家庭等高等職業訓練な
どの給付金制度の現況報告③復職支援として、県内歯科衛生士養成校３校の連絡協議会の開催④
アンケート調査では、看護師が選ばれる理由として、県看護協会から令和３年度に実施した看護
師１日体験のアンケート結果についてご提供いただいた内容について説明がなされた。（２）イン
ターンシップ制度事業の導入については、県教育委員会が実施しているこの制度を活用し、歯科
衛生士の認知度アップのためにも来年度からの導入に向け、ご協力いただける会員の先生方を募
集することについて説明があった。
　その後、本会の牛島専務理事より、短期的・中長期的な戦略について説明があった。短期的な
取り組みとしては、復職支援や金銭的支援について検討していき、長期的な取り組みとしては、
就業環境と待遇の改善や資格制度の改革などについて報告があった。（３）その他の協議事項とし
て、委員から今後学生を募集するにあたり、各郡市でも取り組みを行っていきたいが、学生増に
繋がっても就職後の離職率が高ければ意味がないため、待遇面や働きやすい環境づくりのために
も歯科医院の努力が必要であることが話し合われた。また、高校訪問でも県内の各大学や専門学
校、就職先企業の訪問もあり、教員の先生方も授業などで時間が取れないため、学校歯科医が各
学校との連携を図り、歯科衛生士の認知度アップの場を設けていくことも重要であることも話し
合われた。今後、受験者増や入学生増へ繋げていくためにも、まずは出来ることから始めて行き、
委員会でも連携をとりながら、取り組んでいきたいと思う。

（学院課　係長　紫藤 美香）

学院だより

会長、専務と学院役職員が学院に出向き、
各委員とWebで結び開催した

定員50人確保を目指して！

― 第２回学生募集戦略委員会 ―
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演台の寄贈

　学院課に昭和58年４月に専任教員として採用さ
れ、令和４年７月末を以て約40年間の務めをつつ
がなく終えることができました。この間、故宇治
壽康会長（学院長）から伊藤明彦会長に至る５代
の会長、並びに東克章学院長に至る９代の学院長
のご指導のもと歯科衛生士教育に携わり多くの卒
業生を送り出すことができました。
　この度の退職に際して、これまでの感謝の気持
ちを込め、ささやかながら会館４階ホールに演台
を寄贈させていただきました。是非ご活用いただ
ければ嬉しく思います。
　学院課は、これからますます広い視野からの学生指導が求められ、専任教員も日夜に関わらず
大変難しい対応を余儀なくされていくと思われます。先生方におかれましては、今後とも学院課
職員に対しご指導並びにお力添えを賜りますよう切にお願い申し上げます。これまで私を支えて
下さった会員先生方にこの場を借り厚く御礼を申し上げます。
　長い間、ご指導を賜り誠にありがとうございました。

（学院課　次長・教務主任　岩切 恵子）

会館の４Fホールに設置しました

御礼

「日歯メールマガジン」、「県歯メールニュース」 への配信登録のお願い

　日歯や本会では会員への情報公開・伝達サービスの一環として、メール配信
を利用しております。
　本会からは月に１回、本会の主催する講演会情報を中心に配信しております。
講演会に直接申込ができるURLが記載されているので紙媒体の案内チラシよ
りスムーズに登録が可能です。
　登録は日歯ホームページのメンバーズルームや県歯ホームページの会員専用
ページから可能ですので、ご登録がまだの方は是非ご登録をお願いします。



熊歯会報 Ｒ．４．11

― 16 ― ― 17 ―

　大学の同期である飯盛美豊会員からバト
ンをいただきました。
　令和元年９月に熊本市帯山で開業して３
年が経過しました。素晴らしいスタッフに囲
まれて毎日楽しく診療しています。この11月
に41歳を迎えますが、この２、３年、代謝
が落ちてきたなぁと実感していて、暴飲暴食
はしていなくても体重計を見るたびにため
息が自然と漏れる日々。これはいけないとス
ポーツジムを契約するも、コロナを口実に足
が遠のく…。そんな折、小学１年生の娘の
PTAでバレーボール大会があるという知らせ
が。何事も自分のプラスになると考え、まず
は行動するという精神の私としては参加を即
決。なんでも、今回の大会は熊本市内の小学
校のPTAチームが集まる大会ですが、私の
所属する小学校は３年連続で優勝していると
か。週に２回、練習があるのですが、はっき
り言ってなめていました。メンバーはバリバ
リの経験者の集まりで、スパイクもばっこん
ばっこん打ちますし、みんな目が本気です。鈍
りに鈍った体に鞭を打ち、練習に参加し続け
ました。迎えた大会本番。家族の応援もあり、
大接戦の末に準優勝。最初の練習ではウォー
ミングアップの段階で息切れしていた体が、
２時間半動いても頑張れる体になったではあ
りませんか。代謝も良くなり、診療中も自然
と汗が出てくるようになりました。この勢い

で運動を継続し、ステキなパパを目指します。
　私のもう一つの趣味は、学生時代から継続
しているドラム演奏です。学生時代はメタル
バンドのドラムをしており、ライブに明け暮
れる日々でした。自宅にはドラムセットがあ
り、無心で叩いています。娘にもドラムを教
えたいですが、まだ音を出すのが精一杯です。
先日は、クリニックに勉強会でお招きした角
祥太郎先生と即興の演奏会を開催しました。
音楽はずっとできる趣味ですので、ずっと続
けていきたいです。
　人によって幸せの定義は異なりますが、仕
事以外で私が幸せを感じるのは家族と趣味の
時間です。そして、自分だけではなく、クリ
ニックのスタッフにも幸せになってもらわな
いといけません。スタッフ全員が幸せを感じ
られるクリニックのスタイルを構築していく
必要があります。
　次回は、近隣でご開業されている影下デン
タルクリニックの影下裕晃会員へバトンをお
渡ししたいと思います。

リレー投稿
○71

自分の幸せ

熊本市　しょうはら歯科口腔機能クリニック　匠原　健

娘の小学校のPTAバレーボール大会に出場し、脂肪を燃焼させる

角祥太郎先生をお招きして院内セミナーでプチ即興演奏会を開催
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私にとっての歯科開業

玉名郡市　かい歯科（Kai Dental）　甲斐 美和

　この度、本コーナーへの寄稿依頼をいた
だきました甲斐美和と申します。平成13年、
大阪歯科大卒業後、京都府立医科大学附属病
院歯科口腔外科にて研修を受けたものの血が
苦手で大分苦戦し、よろよろと、郷里熊本へ
戻り数か所での勤務を経まして、平成22年
６月、生まれ育ちました地元玉名市で新規開
業いたしました。
　大学生の夏休みに、玉名市の城井会員の歯
科医院で有り難くバイトをさせていただき、
女性歯科医師としての臨床に携わる姿勢や多
くを勉強させていただきました。主人の都合
で東京にて勤務医をして、歯科医師って本当
に色々な人がいるんだな、とつくづく考えさ
せられました。
　開業の準備期間中は天草市で生活をしてお
りました。天草では中嶋歯科医院に勤務させ
ていただき、地域への貢献精神、治療技術の
ご指導、さらには、開業前から開業後も、多
大なお力添えをいただきました。開業準備に
おいては、建築士さん、司法書士さんや銀行
などとの打合せに、幼子をダイハツのタント
に乗せ、幾度となく天草・玉名間を往復しま
したことを、今では懐かしく思い出します。
ちなみにこのタントは20万㎞弱走行いたし
ました現在も健在で、往診車としてバリバリ
の現役活躍中、愛着もひとしおです。
　親族に医療関係者はほとんどおらず、開業
には様々なハードルがありました。開業地自

体は、昨年逝去いたしました父の畑地を譲っ
てもらえて助かったのですが、当該地は「農
業振興地域」 というものに相当していたた
め、農業以外の目的での使用が基本的に認め
られておりませんでした。そこで、この地で
歯科開業することが、地域等にとっていかな
る意味を持つかを、県や市に理解、納得して
もらう必要がありました。ことにあたって
は、父の親友でもあった司法書士さんに大変
なご尽力をいただき、どうにか許可がおりま
した。旧玉名市役所の掲示板に、小さな用紙
に許可の旨が掲載してあるのを、大学の合格
発表さながらわざわざ見にいったことも思い
出です。
　ユニット数２台でのスタート、開院式の際
には玉名郡市歯会からも先生方にご出席いた
だきまして、大変恐縮しました。開業以降の
周囲の変化としましては、すぐ近くに九州新
幹線新玉名駅の、さらには、ほぼ目の前にく
まもと県北病院の建設・始業がございました。
また出産時には、以前本コーナーにご寄稿な
さった荒尾市の田中みどり会員や熊本大学歯
科口腔外科の先生方に代診いただき、大変助
けていただきました。日々の診療でも、当院
スタッフに仕事・プライベートともに支えて
いただいております。わたし一人ではなしえ
ないことばかりで、感謝感謝です。
　私自身それなりの年齢に達しましたので、
体調にも留意しつつ、少しでも恩返しをして
いけたらと思っております。

熊歯乙女の
ひとりごと○

診療所より臨む新玉名駅

23

お世話になってますタント
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会 務 報 告 自　令和４年８月22日
至　令和４年９月25日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

８月24日

県口腔保健支援センター出務（県庁） 髙水間理事
【Web】第16回理事会（各診療所）
【承認事項】
 （１）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼（２）後援名義使用・共催依頼　ほか
【議　　題】
 （１）関係機関・団体への会費等の納入（２）生きる力を育む歯と口の研究事業　ほか
【協議事項】
 （１）各郡市会長専務理事連絡会議

伊藤会長他全役員

26日 【書面決議】熊本さわやか長寿財団理事会 伊藤会長

27日

【Web】九州各県会長会 伊藤会長

【Web】第１回九地連絡協議会 伊藤会長、松本副会長、牛島専務理
事、宇治常務理事、岡㟢事務局長

【Web】第１回九地連総会 伊藤会長、松本副会長、牛島専務理
事、宇治常務理事、岡㟢事務局長

29日 九州地方社会保険医療協議会熊本部会（第二合同庁舎） 椿副会長

９月２日 県口腔保健支援センター出務（県庁） 牛島専務理事
「人生100年くまもとコンソーシアム」第１回会議（ホテル熊本テルサ） 牛島専務理事

７日

【Web】支払基金支部運営委員会（診療所） 伊藤会長
【Web】第22回常務理事会（各診療所）
 （１）後援名義使用・共催依頼（２）講師等派遣依頼
 （３）令和４年度災害歯科保健医療体制研修会　ほか

【会館】宇治常務理事【Web】伊藤
会長他常務理事以上全役員

９日 契約職員採用面接　産休・育休代替職員 牛島専務理事
10日 【Web】第１回九州各県専務理事会 牛島専務理事

14日

月次監査
　８月末会計現況監査 増田・水上監事

【Web】第２回災害時歯科医療提供体制検討会（各診療所）
 （１）災害歯科保健医療研修強化事業意見交換会
 （２）災害歯科保健医療研修強化事業研修会
 （３）第３回災害時歯科保健医療供給体制検討会　ほか

松本副会長、牛島専務理事、永松・
宇治常務理事、椿・石井理事

16日 県口腔保健支援センター出務（県庁） 宇治常務理事
18日 第81回九州山口薬学大会式典（熊本城ホール） 伊藤会長
20日 【書面会議】第35回中規模県歯科医師会連合会会議 伊藤会長、牛島専務理事

21日
第23回常務理事会
 （１）関係機関・団体への会費等の納入（２）関係機関・団体からの役員等の推薦
 （３）令和５年度各委員会概算要求協議日程　ほか

伊藤会長他常務理事以上（宮井副会
長除く）全役員

24日 【Web】第１回各郡市会長・専務理事連絡会議（県歯会館・各所）
【Webex】（１）報告（２）協議（３）事前質問

伊藤会長他宮井副会長を除く常務理
事以上、工藤・野田理事

学　　術
９月４日

【Web】日本補綴歯科学会共催生涯学習公開セミナー（県歯会館・各所）
 「スポーツ歯科（スポーツマウスガード）とOSASにおけるOAについて」
　講演Ⅰ『睡眠時無呼吸症に対する歯科医師の役割』槙原絵理先生
　講演Ⅱ『スポーツデンティストが考えるスポーツ歯科とマウスガード』吉田雅司先生

伊藤会長、椿副会長、馬場理事他２
委員

７日 【Web】第８回日歯学術委員会（診療所） 馬場理事
16日 【Web】学術委員会（各診療所） 馬場理事、内野委員長他全委員

社会保険

８月27日
【Web】社会保険委員会（各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
 （３）九州各県歯会社保担当者会　ほか

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長他14委員

９月14日 【Web】都道府県歯科医師会社会保険・情報管理担当理事連絡協議会（各診療所） 舩津・野田理事

24日

社会保険小委員会
 （１）九州各県歯会社保担当者会（Web会議）リハーサル

伊藤会長、椿副会長、牛島専務理事、
宇治常務理事、舩津・野田理事、桐
野委員長他３副委員長

【Web】社会保険委員会（県歯会館、各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
 （３）九州各県歯会社保担当者会　ほか

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長他14委員

地域保健Ⅰ ９月５日 第１回笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ 【会館】神㟢・髙水間・石井理事【Web】
松本副会長

地域保健Ⅱ

８月22日

県認知課と打合せ（県庁） 牛島専務理事、岡㟢事務局長
【Web】モデル地域と打合せ（各診療所）
 （１）玉名郡市アンケート及び検討会（２）水俣・芦北郡市モデル地域研修会
 （３）各郡市担当者会

【会館】松本副会長、 長野常務理事
【Web】町田理事、赤尾委員長、大
林玉名郡市会長他４人

９月２日
【Web】モデル地域（玉名郡市）と在宅医療・介護関連諸団体との検討会
【出席者】19人
 （１）玉名郡市における在宅医療・多職種連携の取り組み
 （２）アンケートの集計と結果・分析（３）玉名郡市における在宅医療推進の課題・指針

【Web】松本副会長【会館】長野常
務理事、町田理事、赤尾委員長他８
人

３日 地域保健委員会Ⅱ（各診療所）　（１）認知症対応力向上研修事業（２）介護者歯科実技研
修事業（３）認知症対応力向上研修事業　ほか

【Web】松本副会長、長野常務理事、
町田理事、赤尾委員長他全委員

７日 県介護支援専門員協会との研修会予演会（診療所） 松本副会長

10日 【Web】県介護支援専門員協会との研修会
　受講者：80人　講師：松本信久「口腔に関する基礎知識」

松本副会長、長野常務理事、町田理
事、赤尾委員長

12日 国保水俣市立総合医療センターと打合せ（各診療所）
 （１）11 ／ 12モデル地域研修会の役割分担（２）配信場所（３）案内チラシ

永田会長、井上専務理事（水俣・芦北）
他２人

16日 【Web】歯科歯科（訪問歯科）連携モデル地区事業会議（各診療所）
 （１）状況報告（２）歯科衛生士募集（３）オンライン研修会　ほか

【Web】松本副会長、長野常務理事、
町田理事、赤尾委員長他２人
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健Ⅱ
17日 【Web】第１回在宅歯科医療連携各郡市担当者会

 （１）県の取り組み報告（２）モデル地域活動実績報告（３）今年度の研修会　ほか
伊藤会長、牛島専務理事、松本副会
長、長野常務理事、町田理事、赤尾
委員長他17人

20日 【Web】上益城歯科医師会研修会（診療所）
　講演：歯科歯科連携における医療保険介護保険について 町田理事

広　　報

８月30日 【Web】スマイルコンテスト打合せ 髙水間・石井理事、秋山副学院長

９月８日 【Web】広報委員会
 （１）熊歯会報10月号　第１校目校正

【会館】神㟢理事、秋山委員長他２
委員【Web】他３委員

16日 【Web】広報委員会
 （１）熊歯会報10月号　第２校目校正

【会館】神㟢理事、秋山委員長他２
委員【Web】他３委員

学校歯科

９月12日
図画ポスター習字審査 石井理事
学校歯科委員会
 （１）熊歯衛祭（２）「歯と口の健康週間」事業実施（３）委託事業 石井理事、上野副委員長他４委員

13日 日学歯選挙管理委員会（日歯会館） 髙田委員長
15日 県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 牛島専務理事
16日 県高等学校保健会第２回理事会（熊本商業高校） 宮井副会長

医療対策

８月22日 医療相談 永松常務理事、椿理事、町田委員長

29日 【Web】医療対策委員会（県歯会館、各診療所）
 （１）事例報告検討（２）医療対策講演会（３）理事報告

【会館】椿理事他５委員【Web】永
松常務理事、町田委員長他４委員

９月12日 【Web】医療対策委員会（県歯会館、各診療所）
 （１）事例報告検討（２）医療対策講演会（３）理事報告

【会館】永松常務理事、椿理事他５
委員【Web】町田委員長他４委員

20日 医療相談 永松常務理事、椿理事、町田委員長

センター・
スペシャ
ルニーズ

９月７日 【Web】第１回口腔保健センター管理運営委員会（各診療所）
 （１）令和４年度現況報告（２）センター運営

伊藤会長他常務理事以上全役員、五
島副センター長他１人

９日 センター定例ミーティング（口腔保健センター） 椿センター長、岡㟢事務局長他２人

22日 センター・スペシャルニーズ委員会（各診療所）
 （１）センターの患者件数等の推移（２）IVS報告（３）口腔ケア事業　ほか

【Web】椿副会長、五島理事、我那
覇委員長他３委員【会館】他３委員

厚生・医療
管理

８月26日 【Web】厚生・医療管理小委員会（各診療所）
 （１）歯科衛生士就業支援（２）代診派遣（３）医院承継事業　ほか 工藤理事、牧委員長、宮本副委員長

27日 阿蘇郡市健康診断（阿蘇郡市医師会館）
水俣・芦北郡市健康診断（津奈木町つなぎ文化センター）

９月３日
天草郡市健康診断（天草地域健診センター）
宇土郡市健康診断（宇土市保健センター）
人吉市健康診断（HOTEL華の荘）

５日 熊本市・上益城郡健康診断
電波利用推進協議会「医療分野におけるICT活用の最新課題」 工藤理事

６日 熊本市・上益城郡健康診断
７日 熊本市・上益城郡健康診断

８日 【Web】九州地域の医療機関における電波利用推進協議会（診療所） 牧委員長
熊本市・上益城郡健康診断

９日 熊本市・上益城郡健康診断

14日

【Web】都道府県歯科医師会社会保険・情報管理担当理事連絡協議会（診療所） 工藤理事
【Web】厚生・医療管理委員会（各診療所）
 （１）オンライン資格確認紙申請の説明会
 （２）歯科衛生士就業支援ホームページと今後の活動 （３）代診派遣　ほか

宮井副会長、工藤理事、牧委員長他
全委員

17日 オンライン資格確認紙申請説明会
　受講者：３人 工藤理事、江藤委員

医療連携

８月29日
【Web】医療連携委員会
 （１）糖尿病・歯周病連携リーフレット・マニュアル見直し
 （２）回復期医科歯科連携研修会（３）がん連携DVD講習会日程

松本副会長、三森理事、太田委員長
他５委員

９月12日 熊本県医療・保健・福祉団体協議会令和４年度第１回理事会（県医師会館） 伊藤会長

13日
【Web】県がん診療連携協議会幹事会第53回相談支援・情報連携部会（診療所） 三森理事
【Web】第１回回復期医科歯科病診連携運営協議会
 （１）実績・締結報告（２）事業効率化（３）今年度の事業計画　ほか

伊藤会長、松本副会長、牛島専務理
事、三森理事、太田委員長他21人

学　　院

８月22日 学院教務委員会 東学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長他全教務委員

24日 【Web】第16回理事会（診療所） 東学院長
９月２日 学院３年生始業式 秋山副学院長

３日 学院体験入学Ⅳ
　参加者：16人 秋山副学院長

６日 県白石教育長表敬訪問（県庁） 伊藤会長、東学院長、岡㟢事務局長
他２人

13日 陸上自衛隊連隊長表敬訪問（自衛隊北熊本駐屯地） 東学院長、前野会員

15日 学院体験入学（夜間Ⅰ）
　参加者：12人 秋山・弘中副学院長、正清教務部長

21日 学院１・２年生始業式 東学院長

24日 【Web】第１回各郡市会長・専務理事連絡会議
【Webex】（１）学院関係報告 東学院長

国保組合 ９月３日 【書面決議】九歯連役員会
【書面決議】全協九州支部総会

事 業 課 ８月24日 【Web】長期収入サポート制度オンライン説明会（診療所） 宮井副会長
９月21日 事業課打合せ 宮井副会長、宇治常務理事



事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2021年の還元率 48％）
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　今年も残り２か月を切った。猛暑や警報級の大きな台風が過ぎ去り、四季も移り
変わりちゃんと秋が近寄ってきた。第７波も収束しつつあり、今年は３年ぶりに
様々なイベントも開催され賑わいが戻ってきた。
　本来ドライブは大好きだがやや出不精の私。広報委員になり表紙の写真を求めて
季節ごとに出かけては下手な写真を撮ってきた。上達はしないが、今はデジカメで
失敗作は消去でき、少しだけ撮影も楽しくなってきた。絶好の行楽日和に紅葉狩り
や美味しいものを堪能しに出かけたい。 （T.M）

主な行事予定 12 December

7日（水）

21日（水）

27日（火）

28日（水）

29日（木）

第28回常務理事会

第29回常務理事会

第20回理事会

事務局仕事納め

事務局年末・年始休暇（至１月３日）

編 集 者 の つ ぶ や き

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会




